
第

一

章
　

原

発

炎

上
　
1
1

原

発
を
「
狙

い
撃

ち
」

に
し
た
地

震
／

「
黒

煙
」
の
真

相
／
首

相
に

さ
え

デ
タ
ラ

メ
な
説

明
／

続
発
し

た
「
非

常

事

態
」／

原
発
は
「
活
断
層
の
真
上
」

に
建
っ
て
い
た
／
信
用
な
ら
な
い
「
人
工
岩
盤
」／

国
の
「
安
全
審
査
ミ
ス
」

「

解

説

」
　
原

子

力

発

電

所

（
原

発

）

と

は

何

か

？
　
3
5

原
発
は
電
気
し

か
つ
く

れ
な

い
「
蒸
気
機
関
」
／

原
発
に
つ
き
ま
と
う
「
隠
蔽
体

質
」
／
「
手
抜

き
」
も
許
さ

れ
る
耐

震
設
計

第

二

章
　

頼

み

の

「
専

門

家

」

は

役

立

た

ず

だ

っ

た
　
4
5

延
び

ゆ
く
？

活

断
層
／
国

の
審
査

は
「
甘

か
っ

だ
」
／
「
異

常
」

と
「
無
責

任
」
が

ま
か

り
通

る
／

志
賀

原
発

で

も

「
過
小
評
価
」／
電
力
会

社
は
む
し

ろ
「
被

害
者
」
？
／
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場

で
も
疑
惑

の
「
指

導
」
／
御
利

益
な

か
っ

た
「
衣
笠
詣
で
」／
衣
笠
氏

に
と
こ
と
ん
甘

い
保

安
院
／
国
民

を
裏
切

っ
た
国
の
「
安
全
審

査
」
／
「
活
断
層
過
小
評

価
」

事
件
の
正
体
／

「
想
定
外
」

が
今
や
「
普
通

の
出
来
事
」
に
／
「
想
定
外
」
を
招
い
た
真
犯
人

第

三

章
　

シ

ミ

ユ

レ

ー

シ

ョ

ン

・

ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

「

原

発

震

災

」
　
9
3

「
原
発
震
災
」
再

掲
／
東
海
巨
大
地
震
の
震
源
域
／

「
地
獄
絵
図
」
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
／
日

本
の
人
口
の
五

パ
ー
セ
ン

ト

が
死

亡
／

被
災
地

が
見
捨

て
ら

れ
る
／
石

橋
「
警
告
」
論
文

が
出

発
点

だ
っ

た
／
「
放
射

能
雲
」
来

襲
／
本
当

の

「
パ
ニ
ッ

ク
」
は
こ
こ

か
ら
始
ま
る
／
一
二
〇
〇
万
都
民
の
脱
出
パ
ニ
ッ

ク
／

ま
だ
、
原

発
の
事
故
処
理

が
残
っ
て

い
た

…
…
／
「
決
死
隊
」
結
成
さ
れ
る
／
「
責

任
者
」

の
方
々
へ
／

日
本
の
食
文
化

が
根
こ

そ
ぎ
変

わ
る
／
台
湾

で
は
大
論

争
が
勃
発
し
て
い
た
／

そ
し
て
我
が
「
故
郷
」
日
本
は
…
…

最
終
章
　
「
ロ
シ
ア
ン
ル
ー
レ
ッ
ト
」
は
今
日
も
止
ま
ら
な
い
　
1
4
3

「

超
・
東
海
地
震
」
説
浮
上
／

原
発
の
「
安
全
保
証
」
は
期
限
切

れ
／
原
発
震
災
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
「
処
方
箋
」

あ

と

が

き

に

か

え

て
　

～
「

蒸

気

機

関

」

原

発

の

終

焉

～
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